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避難所開設訓練したよ  

 ２月１８日（日）に、米奥小学校で地域の方々と避難所開設訓練をしました。岡本則

子会長を始め、４７～４８人の方が参加しており、陽春さんもお父さんと一緒に参加し

ていました。こんな機会に一緒に参加するのはいいですね。危機管理課の方を中心とし

ながら、みんな、避難所運営マニュアルを片手に、簡単に確認後、（受付係）（トイレ係）

（施設の安全確認係）（避難者の役割）など、いろいろな役割に分かれて開設訓練を行

いました。反省をした後で、実際にグループに分かれてテントを立てたり、段ボールベ

ッドを組み立てたり、簡易トイレの使い方を教えてもらったりしました。避難所が開設

されるような大地震が起こらないのが一番ですが、このような練習を繰り返し体験し、

もし何かあった時にはみんなで力を合わせてスムーズな開設ができるようになりたい

ものです。話し合いの中で、大地震が起こって避難する時には、火災が起こらないよう

にブレーカーを落としてから避難することも大切だとみんなで確認しました。 

 

テントもベッ

ドもみんなスム

ーズに組み立て

できました。 
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放課後避難訓練 楽童としたよ 

 ２月２２日（木）の放課後に避難訓練をしました。

楽童に行っている人も、帰りかけて玄関付近にいる

人も、廊下にいる人もいました。放送を聞いて、みん

な素早くランドセルなどで頭を守るポーズをして身

を守っていました。放送を聞いたらすぐに行動でき

る子どもたち。素晴らしいですね。 

 ちょうど昨日の夕方に震度２の地震が起こったば

かりなので、みんないつもより増して真剣に行動し

ていたように思います。・・・といっても、昨日の地

震に気が付いていなかった人も何人かいましたが。

南海トラフ地震も起こると言われています。この機

会に、本当に大地震が起こったら、どこに避難する

かをお家でも子どもたちと打ち合わせしておいてく

ださい。 

 

スラックライン（クラブ）したよ 

 ２月２１日に B＆Gの古谷さんが来てくださり、スラックラインをさせてくださいま

した。ほとんどの子どもたちは昨年から引き続いて４回目の体験になるので、上手にバ

ランスを取りながらできていて、さすが子どもたちだなあと感心しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツリーハウスの修理、ありがとうございました 

 ２月２３日に、中平健一さんを中心に、学校運営協議会・学校応援団・保護者・朝霧

森林クラブ・四万十川漁協の方と学校が合計で１４人集まってくださり、ツリーハウス

の修理をしてくださいました。危なかったところをのけて梯子の所にも補強をしてくれ

ました。これで子どもたちも安心して遊ぶこと

ができます。ありがとうございました。 

 


